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自
じ

動
どう

車
しゃ

旅
りょ

行
こう

での 

イ
ラ
ス
ト
／
グ
レ
ッ
グ
・
パ
プ
ロ
ッ
キ

「もう一
いち

度
ど

おいのりしようよ」とエマは言
い

いました。

カイラ・ケイ・ヒル
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました ）

このお話
はなし

はドイツでの出
で

来
き

事
ごと

です。

エマは最
さい

後
ご

のねぶくろをキャンピン
グカーに入

い

れました。家
か

族
ぞく

で休
きゅう

日
じつ

の週
しゅう

末
まつ

に車
くるま

でイタリアに行
い

くのです。み
んなワクワクしていました！

エマは毛
もう

布
ふ

とおやつを持
も

って席
せき

にす
わりました。弟

おとうと

のマックスがエマのとな
りにすわりました。
「みんな，じゅんびはいいかい？」お父

とう

さんが聞
き

きました。
「はーい！」エマとマックスが言

い

いまし
た。

車
くるま

は建
たて

物
もの

や木
き

々
ぎ

を通
とお

りすぎていきま
した。道

どう

路
ろ

はたくさんの車
くるま

が走
はし

っていま
す。数

すう

時
じ

間
かん

後
ご

，とてもこんできて，すべて
の車
くるま

が止
と

まってしまいました。
エマはまどの外

そと

に目
め

をやり，近
ちか

くの車
くるま

に乗
の

っている人
ひと

たちをながめました。た
いくつそうな人

ひと

もいます。いらいらして
いるような人

ひと

もいます。
後
うし

ろの車
くるま

から男
おとこ

の人
ひと

が出
で

てきました。
男
おとこ

の人
ひと

は歩
ある

いて来
く

ると，お父
とう

さんのまど
をノックしました。

お父
とう

さんはまどを下
さ

げました。「こん
にちは。どうかしましたか？」

男
おとこ

の人
ひと

はわたしたちの車
くるま

を指
ゆび

さしまし
た。「タイヤの一

ひと

つがパンクしています
よ。」
「そんな！」とお父

とう

さんが言
い

いました。
お父

とう

さんは外
そと

に出
で

てタイヤを見
み

て，男
おとこ

の
人
ひと

と話
はなし

をしました。
お父

とう

さんは車
くるま

にもどりました。「選
せん

択
たく

肢
し

は二
ふた

つだ。次
つぎ

の休
きゅう

憩
けい

所
じょ

で止
と

まるか，そ

れか，いちばん近
ちか

くのキャンプ場
じょう

まで注
ちゅう

意
い

深
ぶか

く運
うん

転
てん

して行
い

くか。どちらにする
か，一

いっ

緒
しょ

においのりしよう。」
お母

かあ

さんがいのりました。どうしたら
いいか分

わ

かるように，お母
かあ

さんは天
てん

のお
父
とう

様
さま

に助
たす

けを求
もと

めました。
みんな静

しず

かにしていました。エマはせ
いれいの声

こえ

を聞
き

くためにじっと耳
みみ

をすま
せました。「キャンプ場

じょう

まで運
うん

転
てん

して行
い

くのがいいと思
おも

うわ」とお母
かあ

さんが言
い

い
ました。
「そう思

おも

う」とお父
とう

さんが言
い

いました。
キャンプ場

じょう

に着
つ

くと，お母
かあ

さんとお父
とう

さんは助
たす

けを求
もと

めてだれかに電
でん

話
わ

をしま
した。数

すう

時
じ

間
かん

後
ご

，一
ひと

人
り

の作
さ

業
ぎょう

員
いん

がタイヤ
を見

み

に来
き

ました。
「この車

くるま

に合
あ

うタイヤを見
み

つけるのは，
むずかしいでしょう」と作

さ

業
ぎょう

員
いん

は言
い

いま
した。「新

あたら

しいタイヤを注
ちゅう

文
もん

しますが，ど
の店

みせ

も休
きゅう

日
じつ

でしまっています。火
か

曜
よう

日
び

ま
でタイヤは手

て

に入
はい

りません。」
エマは顔

かお

をしかめました。火
か

曜
よう

日
び

は
ずっと先

さき

だし，それに，もしタイヤが来
く

るのがおそくなったら？ エマはイタリア
に行

い

くのを楽
たの

しみにしていました。でも
もう行

い

けないかもしれません！
「もう一

いち

度
ど

おいのりしようよ」とエマ
は言

い

いました。
「いい考

かんが

えね 」とお母
かあ

さんが言
い

いまし
た。「たとえタイヤを手

て

に入
い

れることが
できなくても，天

てん

のお父
とう

様
さま

はいつもわた
したちのいのりを聞

き

いてくださっている
ことを覚

おぼ

えておきましょうね。それでも
すばらしい旅

りょ

行
こう

ができるわ。」
エマはうなずきました。そして，おい

のりしました。「愛
あい

する天
てん

のお父
とう

様
さま

，わ
たしたちが安

あん

全
ぜん

に旅
りょ

行
こう

できるようにお守
まも

りくださり感
かん

謝
しゃ

します。もしできれば，
わたしたちのキャンピングカー用

よう

のタイ
ヤが見

み

つかるように助
たす

けてください。」
次
つぎ

の朝
あさ

，作
さ

業
ぎょう

員
いん

がもどって来
き

ました。
大
おお

きなタイヤを転
ころ

がしながら，こちらに
やって来

き

ます。
「なんとかイタリアに行

い

けそうだね！」
と，お父

とう

さんが言
い

いました。エマとマッ
クスは歓

かん

声
せい

を上
あ

げました。

「どうやってこんなに早
はや

く新
あたら

しいタイ
ヤを見

み

つけたんですか。」マックスが作
さ

業
ぎょう

員
いん

に聞
き

きました。
「ここにいる何

なん

人
にん

かの人
ひと

に，同
おな

じ大
おお

き
さの予

よ

備
び

のタイヤを持
も

っていないか聞
き

い
てみたんです」と，作

さ

業
ぎょう

員
いん

は言
い

いました。
「そうしたら，持

も

っている人
ひと

がいました！」
作
さ

業
ぎょう

員
いん

は新
あたら

しいタイヤを取
と

り付
つ

けま
した。出

しゅっ

発
ぱつ

のじゅんびは完
かん

了
りょう

です！ エ
マは静

しず

かに感
かん

謝
しゃ

のおいのりをしました。
家
か

族
ぞく

旅
りょ

行
こう

は計
けい

画
かく

どおりには進
すす

みませんで

したが，天
てん

のお父
とう

様
さま

は家
か

族
ぞく

のいのりを聞
き

いてくださったのです。●

トラブル

天
てん

のお父
とう

様
さま

はエマのいのりにどの 
ようにこたえてくださいましたか。


